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2020 年 03 月

本誌に記載されております就職情報の詳細につきましては、各社の窓口にお問い合わせください。

電気学会　学生会員のみなさまへ
大学・高等専門学校関係者のみなさまへ

一般社団法人　電気学会

会長　中川　聡子

電気学会誌　Vol.140,  No3 付録
「就職情報誌」（2020 年 3 月 1 日）の発行について

　日頃より，電気学会の諸活動にご協力をいただき，ありがとうございます。

　このたび，電気学会では，学生会員のみなさまへのサービスの一環として，「就職情報誌」を発

行しましたので，お届けいたします。これからの就職活動にあたって，ぜひ，お役立ていただけ

れば幸いです。

　電気学会は電気学術に関する専門性と総合力で，これまでも様々な形の「知の連携」を深めて

参りましたが，その一つとして「産学連携」を掲げております。産学連携とは，社会のニーズを学

術活動へ反映すること，学術活動で得られた成果を社会に還元すること，そして「産と学」が手

を携えて新たなイノベーションを生み出すことです。電気学会は産学連携の場を提供して参り

ましたし，これからも提供し続けて参ります。

　学生のみなさんが今後社会で活躍していく中で，電気学会はその応援団として，産業界にお

ける新技術情報の提供や，成果のアピール，その成果のブラッシュアップおよびコラボの場の

提供を，より一層，推し進めていきたいと思います。ぜひ，社会に巣立ってからも電気学会を積

極的に活用し，今後とも電気学会会員としてご活躍くださることをお願いします。
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The Institute of Electrical Engineers of Japan

■1888年（明治21年）創設　初代会長　榎本武揚

■会員数：個人22,000人、法人400社

■電気学会誌、論文誌（電子ジャーナル版）5誌を毎月発行

■全国大会・部門大会6件を毎年開催

■研究会・専門委員会230件以上を定期開催

■国際会議を毎年国内にて開催

■若手技術者の国際交流活動約10件を助成

■表彰制度により約40件を毎年総会で表彰

■規格標準化（JEC制定、IEC審議）を推進

■電気工学関係の教科書・専門書の発行
初代会長　榎本 武揚
（逓信総合博物館提供）

ごあいさつ

　電気学会は、1888年（明治21年）に時の逓信大臣榎本武揚等が創設した「学者・技術者で構成する会員組織

の学術法人」です。既に130年を越える歴史と社会貢献の実績を有する学会ですが、絶えず改革を実施し事業活動

の活性化につとめております。現在会員数は21,000名弱で、電気学術の習得に情熱を傾けている勉学の徒から、

大学・企業の第一線で活躍の研究者・技術者に至るまで、幅広い層の方々の参加協力・支援を得ております。

　1991年（平成3年）からは、組織体制を刷新し部門制を採用しました。これは多様化する電気学術分野を専門

領域に分け、学会活動をより深くより柔軟に探求できるようにしたものです。電気学術分野も今や電気工学とその

応用技術の範囲は電力・エネルギー、産業応用、電子・情報・システム、材料、センサ等から広くは、生命、情報、

環境の分野にも応用分野は及んでおります。

　電気学会では、今後も時代の変遷・進展にあわせ、また国際的視野に立って、電気学術全般の研究・調査活動や

その成果発表を通じて、社会貢献を続けて行きたいと考えております。皆様の当学会活動へのご参加とご理解、ご

支援・ご協力をお願いする次第です。

電気学会とは

《学会の使命》 「電気技術の知識を会員同士が交換し合い以って其学・其業の発展に寄与する」

① 研究発表会、講演会、講習会および見学会の開催
② 会誌および図書の発行
③ 調査・研究の実施および標準の制定
④ 教育支援事業の促進
⑤ 国内外の関係団体との協力および連携



研究・調査活動
専門分野毎に時代に即応したテーマを毎年見直して専門委員会を設け、精力的な活動を続けておりま

す。研究調査の成果は、委員会終了後に技術報告として取り纏め発行しております。現在活動中の委

員会は230以上にも及んでおります。

全国大会・部門大会等
大学・高専等の先生や学生、各種研究機関・企業等の技術者が研究成果を発表する場として、全国大会、

部門大会があり、それぞれ年1回開催しております。これらの大会では、特別講演、シンポジウム、市

民講座、子供理科教室、展示会等を併催しております。

科学技術啓発
電気技術に関する啓発を広く推進するため、会員だけでなく、一般の方々も対象とした講演会、公開

講座、講習会、見学会、セミナー、理科教室等を開催しています。また広く社会一般に向けたシンポ

ジウム、公開討論会もタイムリーに開催しております。

支部活動
全国に9つの支部と15の支所が置かれ、支部連合大会、講演会、見学会等地域に密着した特色豊かな

活動を行っております。

技術者教育事業
「小学生から社会人まで」広い視野で電気技術への意識醸成と技術者育成を目的に技術者教育事業を積

極的に推進しております。日本技術者認定機構（JABEE）の認定審査への参画，継続的な自己研鑽の

支援，高等教育や初等中等教育への支援，理科実験事例の開発や支援，本会における技術者資格認定

制度の検討等多面的な取り組みを行っております。

国際交流
諸外国の電気系学会と協力協定を結び、学術交流、相互便益供与等を行っております。日本、中国、韓国、

香港が中心となり開催する電気技術に関する国際会議（ICEE）をはじめ、パワーエレクトロニクス国

際会議（IPEC）、パワー半導体デバイス国際シンポジウム（ISPSD）等、各種の国際会議を電気学会

は企画し実施しております。

規格標準化
電気機械器具・材料等の標準化に関する事項を調査審議し、電気分野における標準化を通じて、広く

社会に貢献することを目的として、次の主な事業を行っております。

　① JEC（電気規格調査会標準）規格の制定および普及

　② IEC（国際電気標準会議）規格に係わる審議

　③ JIS（日本工業規格）に係わる審議

　④ 国内外の標準化機関との協力および連携

主な事業内容



電気学会誌
全会員に毎月配布されるもので、随想、解説、

取材、技術探索、学生のページ等、電気に関す

る最新の話題を分かりやすく・読みやすく掲載

し、会員の方々の知識向上を図るように努めて

おります。

電気学会では電気工学に関する研究と進歩とその成果の普及

を図り、学術の発展と文化の向上に寄与するため、半世紀に

わたり出版事業に携わっております。中でも大学講座シリ

ーズは大学、高専などや技術者の教科書、参考書として定評

を博しております。すでにこれらの図書で学んだ人たちは数

百万人に及んでおり、現在各界の指導者として活躍されてい

る方々も数多くおり、一つの伝統を生むに至っております。

学術、技術の進歩、教育の改変等時代の潮流に対処すべく企

画、編集している教科書をはじめ、電気工学分野の体系化し

た電気工学ハンドブック、最近の技術等を集約した専門工学

書、さらに最近では一般社会の人々に分かりやすく専門の知

識を普及することを目的に企画した技術啓発書や、大手民間

出版社と共同企画で出版する教科書等多種多様な図書の出版

を行っております。

電気学会誌・論文誌（部門誌）の発行 学術図書の発行

フェロー制度
電気・電子・情報通信とその関連分野技術の見識に優れ，責任ある立場で長年にわたり指導的役割を果たし，

社会および本会の発展に顕著な貢献をなした会員にフェローの称号を授与しております。

表彰・助成
電気学術や技術の発展に貢献した方，電気技術を応用した製品・設備等を開発した方，優れた学術論文を発

表した方，優秀な技術報告をまとめた専門委員会，工業高等学校生・高等専門学校生を対象とした電気主任

技術者資格合格者への表彰，また学術振興活動（含優秀論文発表），海外で行われる国際会議への出席者，

海外研究者を招聰する際の費用等への助成を実施しております。

でんきの礎
20世紀に大きな進歩を見せ、「社会生活に大きな貢献を果たした電気技術」を振り返り、その中でも特に価

電気学会論文誌（部門誌）電子ジャーナル版
電気学会では次の5つの論文誌（部門誌）を発行

しております。

論文誌 A（基礎・材料・共通部門誌）

論文誌 B（電力・エネルギー部門誌）

論文誌 C（電子・情報・システム部門誌）

論文誌 D（産業応用部門誌）

論文誌 E（センサ・マイクロマシン部門誌）

これらの論文誌（部門誌）には、論文委員会の

審査を受けて採択された論文を初め、当該分野

の解説記事等が掲載されており、それぞれ高く

評価されております。

主要な出版図書
電気工学ハンドブック
大学講座（学部教科書）
専門工学書
技術啓発書
技術報告
標準規格 JEC
専門用語集
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